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議題（２） 令和２年度の今後の予定について 

１．企画展開催事業 

(1) 収蔵品展～受け継がれた刈谷の名品～ 

  ア 会 期  令和３年１月１６日（土）～２月１４日（日） 

  イ 観覧料  無料 

  ウ 内 容  当館所蔵品の中から選りすぐりの品を展示 

  エ 主な展示品 【市指定】豊臣秀吉書状 

          伝月僊筆三国志図屏風 

          膳揃（北白川宮使用） 

          刀（宗寛） 

  オ イベント 講演会、ギャラリートーク、ポケット学芸員 

   ※ポケット学芸員：専用のアプリをダウンロードし、展示物のキャプションや解説文をスマート

フォン等で見ることができる。 

 

  (2) 思い出の一九六四～聖火が刈谷を駆けぬけた日～（ミニ展示） 

ア 会 期  令和３年３月２３日（火）～４月１１日（日） 

イ 観覧料  無料 

ウ 内 容  聖火を通してオリンピックの歴史を振り返り、１９６４年の刈谷とオリンピックと

のつながりを紹介 

エ 主な展示品 １９６４年 聖火リレー（刈谷）（広報映像） 刈谷市役所蔵 

          東京オリンピックポスター（公式２号） 愛知教育大学図書館蔵 

          第１８回オリンピック東京大会トーチ 個人蔵・刈谷高等学校蔵 

 

２．常設展開催事業 

おおよそ３ヶ月に１回程度展示替えを行い、刈谷の歴史に関する実物の資料を常時公開する。また、

展示替に合わせてギャラリートークを行う。 

  次回展示替予定：２０２１年１月 

 

３．参加・体験型歴史文化教育普及事業 

刈谷地域の歴史文化に対する誇りと愛着を育むため、歴史文化について学ぶ機会を広く提供す

る。 

 (1) 歴史文化体験講座の開催 

毎月第４日曜日に開催。 

 １１月：親子茶道講座 

 １２月：三河仏壇の技術を学ぼう（蒔絵） 

  １月：三河仏壇の技術を学ぼう（彫金） 

  ２月：組みひもづくり 
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(2) 簡単工作づくりの開催 

     土・日・祝日に開催。 

  例）ワッペン、折紙等 

(3) 市内小中学生の館内見学・体験学習の支援 

本年度は新型コロナウイルス感染症予防のため、昨年度行った市内全小学校３年生の万燈

かつぎ体験と市内全中学校１年生の「歴史ひろば」及びバックヤード見学における学芸員の解

説は中止。 

代替案として、学校側の求めに応じて学芸員が学校に出向き出前講座の実施及び博物館資

料の提供などを行う。 

(4)  出前講座の実施 

     市民グループや団体等からの依頼があったときに出張して講座を行う。 

     ≪出前講座テーマ≫ 

   ・刈谷市の文化財 

    ・刈谷の歴史 

    ・刈谷市の埋蔵文化財 

    ・ようこそ歴史博物館へ 

 

４．啓発・広報 

 (1) 刈谷市歴史博物館ホームページ及び Twitterの運営 

 (2) 市民だよりへの情報提供 

企画展や関連イベント、歴史体験講座の案内等随時掲載。 

博物館収蔵品の紹介（歴史散歩コーナー、月１回）。 

１月１日号に歴史に関する特集掲載。 

(3) 博物館ニュースの発行 

   企画展の案内や企画展・収蔵品に関する小論等を掲載。 

   次回：１月１日号（収蔵品展開催、徳川家康の遺産展出品作品に関する小論等）。 

 (4) 研究紀要の刊行（３月頃発行予定） 

    学芸員等による調査・研究の成果を掲載。 

    論文３本、活動報告１本、史料紹介２本の予定。 

 (5) オリジナルグッズの制作・販売 

    クリアファイル・定規を引き続き販売。新しいグッズを作製予定。 
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５．博物館資料の収集・保存・管理 

 (1) 収集 

     資料収集方針に基づき、寄贈・寄託資料受入。刈谷の歴史に関わる重要な資料を古書店等か

ら購入。 

(2) 保存・管理 

 状態の悪い収蔵品の修復及び什器の製作。 

  資料の燻蒸。 

 

６．郷土資料館との連携 

 (1) イベント 

    新型コロナウイルス感染症対策を取りながら、各種イベントを開催予定。 

    例）門松づくり、ダイヤ凧つくり、竹のけん玉づくりなど 

 (2) 見学 

    市内全小学３年生の郷土資料館見学は新型コロナウイルス感染症予防のため中止。 

    ただし、亀城小学校のみ校外学習の一環として見学を行う方向で調整中。 


